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1.はじめに 

 集中豪雨などによる斜面災害が近年日本各地で頻繁

に発生している．集中豪雨に伴う斜面崩壊の形態には，

崩壊深さが 1m 以下の表層崩壊が多く見られるが，こ

の表層崩壊斜面を安定させるために，近年では植物の

種子と肥料が埋めこまれた植生シートを活用する工法

が用いられることがある． 図1の斜面のように植生シ

ートを急斜面で施工する際，集中的な降雨があった場

合等に土砂の流出に伴い植生シートに含まれる種子や

肥料が流出し植生の生長を阻害し，期待する侵食防止

効果や表土の流出防止効果が現れにくいことがある． 

このような背景から，筆者らは土の間隙を保持しつ

つ土粒子の結合を強化させる処理剤（土と石の強化保

存剤，以後処理剤と略記）を散布し地盤を一時的に固

め，植生シートを敷いて植生の生長とともに斜面を定

着させる工法を提案 1)した．これにより，処理剤の散

布後も植生が生長するのに十分な土の保水力を維持し，

植生による地盤の緊縛効果を得るまでの間，植生の代

替として地盤を安定させることができる．筆者らはこ

れまでにせん断試験によって樹木根系による表層地盤

の緊縛効果について検討してきたが 2)，本報では，上

述の植生生長過程での表土の流出ならびに保水性を検

証するために実施した試験結果について述べる． 

 

2.表土の流出試験 

本試験は豪雨時の斜面において処理剤の散布や植生

シートの有無が表土の流出に与える影響を検討するた

めに実施した．湿潤密度を約 1.9g/cm3 に締固めた供試

体を 45°傾けた状態で一定の水量，水勢で 10 秒間供

試体の表面に水を吹きつけた．処理剤有の供試体には

処理剤を 2ℓ/㎡散布した．図2は試験結果である．同図

より，処理剤の散布によって表土の流出量は約 1/5 か

ら約 1/14 程度に抑えることが可能であった．また，植

生シートの敷設により表土の流出量は最大で約 1/5 程

度に抑えることが可能であった．  

 

図1 屋外実験斜面（右半分に植生シートを敷設） 
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図2 表土の流出量の比較 

 

3.保水性試験 

本試験は植生や処理剤の保水性への影響を明確にす

るために実施した．屋外において体積含水率試験，室

内において保水性試験 JGS 0151-2000 を行った． 

3.1屋外における体積含水率試験 

 本試験は図1の斜面を用いて行った．図3は一定の

降雨強度で散水を開始してから体積含水率が安定する

までの体積含水率と時間との関係を表したものである．

なお，原位置における体積含水率の測定にはクリマテ

ック社製 Hydrosense を用いた．試験当日までの気象条

件に起因して，試験開始時点で植生シートが敷設され

ている斜面で体積含水率が若干高い状態であった．散

水開始から 3 分経過したあたりから植生の有無により

体積含水率に違いが表れ始め，植生シート敷設斜面が

先に体積含水率のピークを迎えた． 
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 図4は散水を止めてから体積含水率が散水前の値に

低下するまでの，体積含水率と時間との関係を表した

ものである．散水停止 10 分後までは植生の有無に関わ

らず同じような傾向が見られた．しかし，以降は植生

シート敷設斜面の方が体積含水率が高く表れた． 

3.2根系を含んだ土の保水性試験 

(a)植生の有無と土粒子の径の保水性への影響 

植生シート有の供試体 A および C(処理剤無)と植生

シート無の供試体 B および D(処理剤無)の水分特性曲

線の比較を図 5 に示す．この結果より，植生が十分に

生長していなかったために顕著な違いは確認できなか

ったが，植生シート有の A および C の方が植生シート

無のBおよびDより見かけ上の保水性は高いという傾

向が確認された．なお，紙面の都合上割愛したが，根

密度を大きくした同試験では，より顕著な保水性の違

いが確認された． 

最大粒径 850μmの A と B が最大粒径 2mmの C と D

より保水性が高くなった．今回の試験では植生の有無

による保水性の違いよりも，土粒子の大きさによる保

水性の違いが大きく表れた．これは，根が A は 1.7cm，

C は 0.7cm と非常に短いために保水性に大きな違いが

出なかったことが理由と考えられる． 

(b)処理剤の有無による保水性への影響 

植生シート無で処理剤を 1m2あたり 0～4ℓ散布した

最大粒径 850μm の水分特性曲線を図6に示す．同図の

水分特性曲線を比較すると，処理剤の散布量の増加に

よる保水性に有意な違いは確認できなかった．よって，

処理剤は土の間隙を保持しつつ土粒子の結合を強化さ

せる働きがあり，保水性に影響を及ぼさないことが確

認された． 
 

4.おわりに 

処理剤，植生シートの有無による表土の流出・体積含

水率・保水性の違いが明らかとなった．今後は原位置に

おける事象との整合性を検討すると同時に，定量的なハ

ザードの推定に向けたアプローチを行っていく予定で

ある． 
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図5 供試体A,B,C,Dの水分特性曲線 
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図6 供試体B-0～5の水分特性曲線 
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